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植 原  小 百 合 
混同色軌跡を用いた色変換 

バリアフリー化への動きも高まっている。
混同色軌跡（図 1の点 P を起点とする直
混同色軌跡上にある色同士は、区別がつ

けにくい色を検出し、その色を自動で変
やすいユニバーサルデザインな画像をつ
変換方法変換方法変換方法変換方法    
画像中の各色の輝度と混同色軌跡における傾きを求め、これが双方とも同程度の色同士を見分
けにくい色の組み合わせとして検出する。混同色軌跡は xy色度図中の 1点（図 1の点 P）で収束
しており、この収束点と色度点とを結んだ直線の傾きをこの色の混同色軌跡における傾きとする。
次に見分けにくい色の組み合わせに対して輝度を変換する。混同色軌跡では、輝度がほぼ一定
で軌跡上にある色同士が見分けにくいが、輝度のみを変換しても見やすくなる。混同色軌跡にお
ける傾きを変換せず、輝度のみを変換した場合には色相が変わらないので、元の色みを保存でき
ることから、強度色覚異常者のみならず誰が見ても変換後の画像に大きな違和感はないと考える。
ここでは輝度変換手法として、輝度と混同色軌跡から変換対象色を見つけて輝度差をつける方法
と、混同色軌跡における傾きが同程度の色に輝度を均等に割りふる方法の 2つの方法を考案した。
公式地下鉄路
する画像をシ
成し、10人
画像で、画像
より多い場合
を得た。 
 

図 2  元の画像 
（右が第 1色覚異常画像）
 

図 3  色変換後の画像 
（右が第 1色覚異常画像）
図 1  混同色軌跡（第 1色覚異常）


